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し
た
だ
米
の
取
組 

～
農
商
工
連
携「
し
た
だ
米
市
場
拡
大
推
進
協
議
会
」の
活
動
～

　
令
和
７
年
11
月
２
日
に
い
い
湯
ら
て
い
芝
生
広
場
周

辺
で
「
２
０
２
５ 

ザ
・
米
フ
ェ
ス
in
し
た
だ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
悪
天
候
と
予
報
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
開
催
時
間
内
に
は
雨
は
降
ら
ず
、
市
内
外

や
県
外
か
ら
約
４
、
０
０
０
人
も
の
来
場
が
あ
り
、
大

変
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
号
の
表
紙
で
、「
し
た
だ
米
市
場
拡
大
推
進
協
議

会
」
の
指
導
で
、
昔
な
が
ら
の
田
植
え
作
業
を
し
た
森

町
小
学
校
の
５
年
生
は
、
秋
に
稲
刈
り
等
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
美
味
し
い
し
た

だ
米
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
話
を
劇
に
し
て
、
観
客
に

楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

お
客
様
に
、
一
生
懸
命
作
っ
て
き
た
米
を
自
ら
が
売
り
、

す
ぐ
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
や
り
が
い
と
達
成
感
を

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
米
フ
ェ
ス
を
主
催
し
た
し
た
だ
米
市
場
拡
大
推
進
協

議
会
は
、
農
林
課
、
商
工
会
下
田
事
務
所
と
下
田
地
域

の
農
業
者
、
商
工
業
者
等
が
連
携
し
て
い
ま
す
。
し
た

だ
産
米
の
付
加
価
値
向
上
と
販
路
拡
大
の
取
組
に
よ
っ

て
、
農
業
者
の
収
益
向
上
及
び
地
域
農
業
の
持
続
的
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、
自
然
、
文
化
、
産
業
、
食
等
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
商
工
連
携
の
取
組
を
通
じ
、

下
田
地
域
の
経
済
活
性
化
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　
販
路
拡
大
事
業
と
し
て
は
、
令
和
７
年
11
月
12
日
か

ら
14
日
に
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ー
ド
メ
ッ

セ
in
に
い
が
た
」
の
商
談
会
に
出
店
し
、
新
規
取
引
先

の
獲
得
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
令
和
８
年
２
月
に
は
、

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
グ
ル
メ

シ
ョ
ー
春
２
０
２
６
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
農
業
の
後
継
者
を
育
成
し
、
地
域
農
業
の

持
続
的
発
展
が
図
れ
る
よ
う
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
川
上
委
員
）
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先
進
地
に
役
員
で
視
察
に
行
き
勉
強
し

て
い
ま
す
。

　
試
行
錯
誤
の
現
状
で
す
が
、
や
は
り

『
人
と
の
関
わ
り
』
が
大
切
で
す
。
組

合
に
田
を
委
託
し
た
か
ら
後
は
任
せ
た

と
い
う
意
識
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
農
業
に
携
わ
る
者
は
、
国
民
の
食
料

の
安
全
と
保
障
を
守
り
支
え
て
い
る
の

だ
と
い
う
自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
自
分
の
土
地
、
財
産
、
組
合
組

織
を
守
り
、
結
果
的
に
国
を
守
る
と
い

う
思
い
で
続
け
て
欲
し
い
で
す
。
そ
れ

が
組
合
を
成
り
立
た
せ
る
根
底
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

 

（
瀨
高
委
員
）

中
野 

貴
史
　下
田

　
農
業
と
農
産
物
の
加
工
販
売
を
行
う

ナ
カ
ノ
フ
ァ
ー
ム
代
表
中
野
貴
史
さ
ん

（
39
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
漢
学
の
里
し
た
だ
の
駅
長

を
10
年
間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
退
職

し
て
、
実
家
が
米
農
家
で
昔
か
ら
農
業

に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
２
０
２

４
年
に
ナ
カ
ノ
フ
ァ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

独
立
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
の
春
、
経
営
発
展
支
援

事
業
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
畝
立
て
機
、

洗
浄
機
、
掘
り
取
り
機
等
の
購
入
補
助

を
受
け
、
下
田
地
域
・
棚
鱗
の
開
発
畑

で
サ
ツ
マ
イ
モ
、
里
芋
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

自
然
薯
等
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
の
秋
か
ら
は
、
江
口
地

区
の
旧
新
潟
想
食
の
加
工
場
で
、
笹
団

子
、
神
楽
南
蛮
み
そ
、
お
に
ぎ
り
、
コ

ロ
ッ
ケ
、
大
学
芋
等
の
製
造
を
し
て
い

ま
す
。
笹
団
子
に
使
う
ご
ん
ぼ
っ
ぱ
が

品
薄
の
た
め
、
そ
の
栽
培
も
始
め
る
予

定
で
す
。

　
２
０
２
５
年
の
春
、
石
上
地
区
の
生

産
組
合
三
条
園
協
に
参
加
し
て
キ
ャ
ベ

ツ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
ナ
カ
ノ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
農
産
物
と

加
工
品
に
加
え
、
実
家
産
の
『
コ
シ
ヒ

カ
リ
』
と
『
こ
し
い
ぶ
き
』
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
取
扱
商
品
は
、
Ｊ
Ａ

え
ち
ご
中
越
農
産
物
直
売
所
た
だ
い

ま
ー
と
の
ほ
か
、
市
内
、
見
附
市
、
田

上
町
の
道
の
駅
、
栄
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ッ

ケ
や
大
学
芋
を
製
造
販
売
す
る
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在
は
機
械
の
故
障
の
た
め
一
時

休
業
中
で
す
。

　
２
年
間
取
り
組
ん
で
、
ま
だ
始
め
た

ば
か
り
で
経
営
が
自
転
車
操
業
で
す
が
、

毎
日
が
大
変
な
が
ら
、
自
分
が
や
り
た

か
っ
た
こ
と
な
の
で
毎
日
が
楽
し
い
で

す
。

　
今
後
は
、
農
業
と
自
作
し
た
作
物
の

加
工
販
売
を
年
間
を
通
し
て
両
立
で
き

る
よ
う
、
経
営
基
盤
を
確
立
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」

 

（
若
林
委
員
）

湯
澤 

富
貴
　三
条

　
稲
作
に
情
熱
を
注
ぐ
若
い
農
業
者
、

三
条
地
域
・
柳
場
の
湯
沢
富
貴
さ
ん

（
24
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
新
潟
食
料
農
業
大
学
を
卒
業
後
、

新
潟
県
農
業
大
学
校
の
稲
作
専
攻
コ
ー

ス
で
１
年
間
学
び
、
親
元
に
就
農
し
ま

し
た
。
実
家
は
22 
ha
の
稲
作
を
営
ん
で

い
ま
す
。

　
農
業
を
選
ん
だ
理
由
は
、
自
分
の
裁

量
で
仕
事
が
で
き
、
将
来
的
に
経
営
が

で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
社
会
人
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

就
職
し
た
友
人
か
ら
職
場
の
人
間
関
係

の
話
を
聞
い
た
時
に
、
や
っ
ぱ
り
自
分

に
は
農
業
が
合
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

　
農
業
は
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
職
業
で
す
。
異
常
気
象

や
肥
料
価
格
の
高
騰
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
、
日
本
の
農
業
は
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ

農
業
が
注
目
さ
れ
、
成
長
産
業
に
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。『
令
和
の
米
騒
動
』

も
あ
り
、
世
間
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
生
産
現
場
に
い
る
私
た
ち
が
強

い
意
志
を
持
っ
て
進
む
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。 

　
実
際
に
農
業
を
始
め
て
、
学
生
時
代

は
田
植
え
や
稲
刈
り
だ
け
を
手
伝
っ
て

い
ま
し
た
が
、
１
年
を
通
し
て
稲
作
を

経
験
す
る
と
、
猛
暑
の
中
の
作
業
は
命

が
け
で
大
変
過
酷
で
し
た
。
そ
れ
で
も

稲
刈
り
を
終
え
た
と
き
の
達
成
感
や
安

堵
感
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
現
在
、
柳
場
地
区
で
は
圃
場
整
備
事

業
が
進
行
中
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

将
来
的
に
、
農
地
の
集
約
化
や
ド
ロ
ー

ン
導
入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
の
直
売
を
増

や
し
、
独
自
の
販
売
方
法
を
確
立
す
る

こ
と
で
利
益
を
増
や
し
、
設
備
投
資
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
自
分
自
身
の

販
路
を
持
ち
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

を
実
現
す
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で

す
。」 

　
お
話
を
通
し
て
、
農
業
に
一
生
懸
命

取
り
組
む
姿
と
熱
意
が
強
く
伝
わ
り
ま

し
た
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
挑
戦

す
る
姿
勢
が
地
域
の
農
家
の
希
望
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ま
の
『
一
つ

一
つ
ゆ
っ
く
り
学
び
習
得
す
る
こ
と
が

大
切
』
と
い
う
言
葉
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
自
分
ら
し
い
や
り
方
で
農
業
に
取

り
組
み
、
地
域
の
明
る
い
未
来
を
つ

く
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
。

 

（
田
邉
委
員
）

髙
山

　栄
　栄

　
農
事
組
合
法
人
尾
崎
泉
地
区
生
産
組

合
代
表
の
高
山
栄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
組
合
の
構
成
は
、
理
事
７
人
、
幹

事
３
人
、
戸
数
は
約
１
４
８
戸
で
大
多

数
が
兼
業
農
家
で
す
。
面
積
は
水
稲
が

約
１
５
０
ha
、
大
豆
が
約
70 

ha
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
生
産
の
育

苗
箱
は
３
万
枚
で
す
。
こ
の
枚
数
を
取

材
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
瀨
高
さ
ん

達
の
苗
出
し
班
が
育
苗
ハ
ウ
ス
か
ら
軽

ト
ラ
ッ
ク
へ
積
む
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
難
儀
な
仕
事
で
す
。

　
ど
の
現
場
も
そ
う
で
す
が
人
手
が
足

り
ま
せ
ん
。
団
塊
の
世
代
が
ポ
ツ
ポ
ツ

と
リ
タ
イ
ア
し
て
い
き
ま
す
が
、
次
の

後
継
が
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
だ
け
大
き
な
組
織
で
も
70
歳
前
後
が

主
力
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
後
継
者
が
集

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。
組
合
の
工
夫
と

し
て
は
、
田
植
え
時
期
を
今
ま
で
よ
り

前
倒
し
に
し
て
、
休
日
に
若
者
が
参
加

し
や
す
い
体
制
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

管
理
に
は
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
使
用
し
、

熱
い
中
で
の
作
業
負
担
を
軽
減
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
た
に
水
田
直
播
に
挑
戦

し
ま
す
。
注
目
さ
れ
て
い
る
乾
田
直
播

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
学
や

農 業 へ の 挑 戦農 業 へ の 挑 戦

５校 ５校
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令
和
７
年
９
月
30
日
、
滝
沢
市
長
に
令
和
８
年
度
三
条

市
農
林
関
係
施
策
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
昨
年
か
ら
続
く｢

令
和
の

米
不
足｣

に
よ
り
米
の
小
売
価
格
が
依
然
と
し
て
高
く
、

消
費
者
の
負
担
が
増
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

概
算
金
制
度
の
廃
止
や
資
材
費
等
の
高
騰
な
ど
、
農
業
所

得
が
安
定
し
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
担
い
手

不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の
縮

小
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経

営
の
安
定
化
を
図
り
、
意
欲
あ
る
担
い
手
を
育
成
し
、
地

域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
促
す
た
め
、
　
三
条
市
の
農

業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
次
の
10

項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

１
　 

地
域
農
業
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

２
　 

担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
支
援
に
つ
い
て

３
　 

農
業
経
営
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

４
　 ｢

環
境
に
や
さ
し
い
、安
心
・
安
全
な
農
業｣

に
つ
い
て

５
　
米
政
策
の
着
実
な
推
進
に
つ
い
て

６
　 

地
産
地
消
・
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

７
　 

果
樹
栽
培
農
家
に
対
す
る
助
成
措
置
に
つ
い
て

８
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

９
　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

10
　
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　
市
長
に
は
、
地
域
が
抱
え
る
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
の
農
林

関
係
施
策
へ
反
映
さ
れ
る
よ
う
期

待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
提
案

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

市
　
長
　
要
　
望

市
　
長
　
要
　
望

　
令
和
７
年
12
月
３
日
、
餞
心
亭
お
ゝ
の
に
お
い
て
、
南

蒲
原
農
業
委
員
会
協
議
会
主
催
の
令
和
７
年
度
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
潟
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
の 

三
ツ
井 

敏
明 

特
任

教
授
を
お
招
き
し
、「
新
大
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
取
組
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
、
新
大
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
特
性
や
そ
れ

を
用
い
た
環
境
に
優
し
い
米
作
り
の
試
み
、
ま
た
、
新
た

な
展
開
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
地
球
温
暖

化
に
負
け
な
い
品
種

の
開
発
の
中
で
、
細

胞
培
養
変
異
に
よ
り

「
高
温
登
熟
耐
性
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
が
出
現

し
、
研
究
を
重
ね
て
、

品
種
登
録
と
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
三
ツ
井
特
任
教
授

は
、
将
来
的
に
は
新

大
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
普

及
し
、
商
品
開
発
を

通
じ
た
地
域
連
携
が

広
が
る
こ
と
が
目
標

で
あ
る
こ
と
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
の
終

わ
り
に
は
、
新
大
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
試
食
が

あ
り
、
お
米
を
味
わ

い
な
が
ら
の
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。

南
蒲
原
農
業
委
員
・
農
地
利
用

南
蒲
原
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
一
人
一
人
が
地
域
の
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
農

政
課
題
等
に
対
す
る
認
識
を
深
め
農
業
者
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
業
務
上
必
要
な
知
識
や

ス
キ
ル
な
ど
を
習
得
し
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
度
、

１
日
視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
11
月
の
農
業
委
員
会
総
会
終
了
後
、
岩
船

郡
関
川
村
の
有
限
会
社
上
野
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
圃
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
圃
場
で
は
、
岩
手
大
学
が
開
発
し
た
水
稲
栽
培
の

革
新
技
術
で
あ
る
「
水
稲
初
冬
直
播
き
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
水
稲
初
冬
直
播
き
」
は
、
降
雪
前
の
11
月
か
ら
12

月
に
圃
場
に
直
接
播
種
し
、

越
冬
さ
せ
て
春
に
芽
を
出
さ

せ
る
技
術
で
、
春
作
業
を
前

倒
し
で
行
う
こ
と
で
作
業
分

散
や
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。

　
こ
の
技
術
の
取
組
が
５
年

目
と
な
る
有
限
会
社
上
野
新

農
業
セ
ン
タ
ー
の
圃
場
で
、

Ｊ
Ａ
北
新
潟
営
農
販
売
部
経

営
支
援
課
の
山
田
薫
係
長
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を

踏
ま
え
た
、
栽
培
の
ポ
イ
ン

ト
、
播
種
適
期
、
肥
料
に
つ

い
て
や
除
草
剤
に
つ
い
て
等

の
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
の
新
し
い
技
術
の
説
明

に
、
参
加
し
た
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

農
業
委
員
会
１
日
視
察
研
修

農
業
委
員
会
１
日
視
察
研
修

月　日 活　動 場　所 活動内容

７月８日～９日 先進地視察研修 福島県 環境にやさしい循環型農業を展開
する農地所有適格法人等を視察

７月31日～８月12日 農地パトロール 市内全域 遊休農地の状況を確認、所有者等
へ意向調査

８月４日 農業委員会活動推進研修会 新潟市江南区
江南区文化会館

８月29日 水稲作況状況調査 市内圃場 今年の作況指数を予想
９月30日 令和８年度農林関連施策市長要望 市長室

11月５日 新潟県農業委員会大会 新潟市中央区
朱鷺メッセ

11月28日 一日研修
関川村
㈲上野新農業セ
ンター

降雪前の11月から12月に圃場に直
接播種し、越冬させて春に芽を出
させる「水稲初冬直播き栽培」を
行う農地所有適格法人を視察

２月９日 農業委員会活動推進研修会 新潟市中央区
ユニゾンプラザ

令和７年度 三条市農業委員会活動実績

農林課か ら の お 知 ら せ農林課か ら の お 知 ら せ
　令和７年新潟県は、県内でクマによる人身被害の拡大が
懸念されることから、「クマ出没特別警報」を発表し、厳重
な警戒を呼びかけていました。
　春になり冬眠明けのクマと遭遇する危険があるため、農
作業等の外出時には、鈴など音の出るものを身につけ、ま
た、クマの行動が活発な朝・夕を避ける、むやみに山に近
付かない等、厳重な警戒をお願いします。
● クマ出没情報は、 三条市　クマ 検索 　クマで検索でき

ます。

★�１週間の重要な農業ニュースをコンパクトに発信
★毎週金曜日発行
★購読料１か月700円（税込）
　�令和８年４月より月額900円（税込）となります
　電子版購読料1か月500円（税込）
　令和８年4月より月額700円（税込）となります
★�申込先：お近くの農業委員・農地最適
化推進委員・農業委員会事務局

　（☎34-5635）まで

全国農業新聞を購読しませんか

三条市クマ情報にいがたクマ出没マップ

５校 ５校



vol.41 　2026.3.1 vol.41 　2026.3.1

67

　農業以外の労働賃金や前年度の市内及び近隣市区町の農作業賃金を参考に、令和８年度の農作業賃金
等の参考額をお知らせします。
　　　令和８年３月

※金額は全て参考額で、ほ場の条件等により、双方の話し合いで決めてください。
※機械作業料金・賃借料・機械運搬料・育苗の金額は、消費税込みの料金です。

区　分 単　位
金　　　額（円）

備　　考
20a区画未満 20a区画以上

賃
金 一 般 作 業 １時間当たり 1,100 果樹作業は両者協議

機
械
作
業
料
金

耕 起 10ａ当たり  7,200  6,500

代 か き 10ａ当たり  8,200  7,400

機 械 田 植 10ａ当たり  7,700  7,000 苗代金は別途

コンバイン
刈 取 10ａ当たり 22,000 19,800 倒伏等の場合は両者協議

農 薬 散 布 10ａ当たり
水稲  1,150

薬剤費用は別途
果樹  2,000

籾 運 搬 費 10ａ当たり  1,700

乾 燥・ 調 整 60㎏当たり  2,000 包装袋を除く

機械あぜ塗り １ｍ当たり 　　45 あぜの片面塗り

溝 切 り １ｍ当たり 　　12

賃
借
料

肩掛け刈払機
（畦畔除草） １日当たり  2,000 作業賃金、チップソー等

消耗品、燃料を除く

機
械
運
搬
料

トラクター
コンバイン
田 植 機
運 搬

10㎞まで  6,900

市内片道料金
キャリアカー運搬15㎞まで  8,600

20㎞まで 11,500

育
苗 稚苗硬化苗 １箱当たり 　 880

令和８年度 農作業賃金・機械作業料金等情報

保険料は、月額2万円から6万７千円の間で
いつでも変更できます。生活にゆとりがない時は、
少ない保険料で、多少ゆとりができた時は、
保険料を多く選択できます。

パンフレットやYouTubeの動画もあります。
また、事務局職員が加入のご案内をさせて
いただきますので、いつでもご連絡ください！

独立行政法人 農業者年金基金　パンフレット
https://www.nounen.go.jp/nounen/seido/gaiyou/panfu.html

独立行政法人 農業者年金基金　見てわかる！動画コーナー
https://www.nounen.go.jp/nounen/seido/gaiyou/douga.html

保険料額の変更は毎月納付の場合、毎月15日まで。
前納納付の場合、11月 15日までに JAの窓口で
手続が必要です。

【55歳：加入者】
今年はちょっぴり農業収入が多くなったので、積立額（保険料）
を増やしたい。
でも、来年はどうなるかわからないから、どうしようかなぁ･･･。

変更した額で、保険料の税金の控除を受けたいんだけど、いつが
締め切りだったかな？

【80歳：受給者】
農業者年金に加入していて良かった。子や孫にも勧めたいけど、
上手く説明できないな…。

こんにちは。
農業者年金担当のAです。
2025年の耕作後に多かった
質問等をご紹介します。

年金お姉さんのコーナー年金お姉さんのコーナー

５校 ５校
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三条市LINE公式アカウント

友だち募集中
＠sanjo-city

安全情報や暮らしの情報を配信中！

エックス（旧ツイッター）で
農業委員会活動について発信しています！

＃三条市農業委員会 で検索！

田（水稲） （円／10アール当たり）

区分 地域 締結
件数

平　均
締結額 手数料

最も多い締結 最 高 最 低

件数 締結額 件数 締結額 件数 締結額

農
　
地
　
バ
　
ン
　
ク

三条地域 1,394 15,500 77 526 15,000 1 25,000 2 1,000

栄地域   312 15,900 79 210 15,000 4 25,000 2 7,000

下田地域    402  7,300 36 205   6,000 1 26,149 8 1,000

１　締結額は算出結果の10円単位を四捨五入し、100円単位としています。
２　平均締結額は単純平均ではなく、締結面積を加味した加重平均としています。
３　畑は締結件数が少ないため掲載していません。
４　�農地バンクとの契約は、貸し手（所有者）、借り手（耕作者）双方に手数料（賃借料の0.5％）が発生

します。

○令和７年１月から12月までの１年間に公告された賃借料です。
　※この情報は、廃止された ｢標準小作料｣ とは異なり拘束力はありません。

○ 賃借料を決める際は、対象となる農地の収穫量、生産物の価格、ほ場条件、土地改良費の負担などを
考慮し、貸し手（所有者）と借り手（耕作者）が話し合いで決めてください。

令和７年　三条市賃借料情報

編 集 後 記
　昨年は、熊やサルが民家まで出没し、農作物被害や人身被害が懸念されることから、新潟県は、
「クマ出没特別警報」を発表し、厳重な警戒を呼びかけました。この状態が今年も継続すると、中山
間を中心に田畑の管理ができず、耕作放棄地が増加するのではと懸念しています。
　異常気象の原因の多くが「自然のゆらぎ」と考えられています。農作物は地域の気候に応じた品種
が栽培されますが、近年では、今までとはかけ離れた天候に見舞われるため、作物収量が減少したり、
品質が低下したりすることがあります。水稲栽培では出穂後に高温に見舞われると、白未熟粒と呼ば
れる品質の低い米粒が増加して、品質や収量に影響します。
　令和７年は、米の品質は良、収量は平年並みでした。そば・大豆は、品質は低下、収量は減、また、
果物は糖度が高いものの収量は減であり、霰の被害もあったと耳にしました。
　米価においては、高止まりすることなく農家、消費者の米離れに成らないようお互いが納得できる
価格に安定することに期待します。農作物も私たち農家も「自然のゆらぎ」に負けずに生きていきま
しょう。 （飛岡委員）

委員長　飛岡　雅史　　副委員長　瀨高　栄津子　　若林　昌広　　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　田邉　健一　　小出　和哉　　小林　克洋　　佐々木　一光　　丸山　由夫　　渡辺　秀人
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